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	応用
	抗原情報
	背景
	アルキル化剤は強力な発がん物質であり、細胞死、突然変異、そしてがんを引き起こす可能性があります。この遺伝子によってコードされているタンパク質はDNA修復タンパク質であり、アルキル化剤による突然変異誘発や毒性に対する細胞防御に関与しています。このタンパク質は、DNA中のO(6)-アルキルグアニンなどのメチル化部位からメチル基を自身の分子へ転移する反応を触媒し、毒性病変を修復します。この遺伝子プロモーターのメチル化は、大腸がん、肺がん、リンパ腫、神経膠芽腫など、いくつかの種類のがんと関連していることが知られています。 [RefSeq提供、2015年9月],触媒活性：DNA（6-O-メチルグアニン含有）+タンパク質L-システイン = DNA（6-O-メチルグアニン非含有）+タンパク質S-メチル-L-システイン。,補因子：亜鉛イオン1個に結合する。,機能：DNA中のO6-メチルグアニン（O6-MeG）の生物学的作用に対する細胞防御に関与する。DNA中のアルキル化グアニンを、O-6位のアルキル基を酵素中のシステイン残基に化学量論的に転移させることで修復する。これは自殺反応であり、酵素は不可逆的に不活性化される。,類似性：MGMTファミリーに属する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	MGMT抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したMGMTポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000 に希釈した MGMT ポリクローナル抗体を使用した Jurkat 細胞のウエスタン ブロット分析。

